
経営ニュースプラス

売上債権保全制度のご案内
資金繰りの安定化を図ります！

制 度 の 特 徴
・�取引先の入金遅延や倒産による売上債権回収不能
リスクを補償
・中小企業や小規模事業者にも加入し易い制度
・少額の掛け金で、貸倒損失の平準化が可能
加入のメリット
①貸倒損失が早期・確実に回収できます。
②�不測の貸倒損失をカバーし、決算への悪影響を抑
制します！
③保険料は損金として算入可能です！
④�保険会社による取引先の与信管理チェックができ
ます。

【お問合せ】
　経営相談課（お問合せ窓口）
　　TEL�025-290-4411
　伊藤忠オリコ保険サービス㈱北陸支店（取扱代理店）
　　TEL�076-232-3282

小規模企業共済は経営者のための
退職金制度です！

加　入
対象者

制度に加入できる方は、個人事業主・共同経営者・
会社等役員で、雇用されている従業員（アルバ
イト・パートは除く）数によって判断されます。

従　業
員　数

小売・卸売・サービス業等　５人以下の企業
製造業・建設業等　　　　　20人以下の企業

小規模企業共済の３つのお得ポイント！
①掛金は加入後も増減可能、全額所得控除
　→掛金は月額1,000円～７万円です。
②受け取り時も税制メリット
　→�共済金は退職所得および公的年金等の雑所得扱
いになります。

③低金利の貸付制度を利用できる
　→�掛金納付月数により、掛金の７割～９割の範囲
内で貸付制度がご利用いただけます。

� 【お問合せ】経営相談課
� TEL�025-290-4411

事業承継支援を行っています。
～廃業は最後の手段、

その前に当所へご相談ください～
例えばこんな時に…
①会社を残したいが後継者がいない。
②子供に継がせたいが何から始めたらいいの？
③従業員へ承継するには？
④自分の事業は誰かに引き継がせる価値はあるの？

お気軽にお問合せください。

� 【お問合せ】広域経営支援センター
� TEL�025-290-4411

建設業を営む皆様の経営課題解決に
～ご活用ください！専門家派遣制度～

　当所では建設業の皆様の経営課題解決に向け、中
小企業診断士、税理士、弁理士等の専門家派遣を実
施しています。
【このような時に】
★�財務分析による現状把握と今後の方向性について
相談したい。
★�新分野に進出したが、販路開拓・商品開発がうま
く行かない。
★�新製品を開発したが、特許申請方法について教え
てほしい。など
相談は３回まで無料。秘密厳守です。
� 【お問合せ】広域経営支援センター
� TEL�025-290-4411

会員向け
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早期景気
観測調査
新潟商工会議所管内

景気動向（前年同月比）全産業DI値
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2018年
10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

2019年
10月

 売　上 ▲ 4.2 6.1 ▲ 6.5 ▲10.6 ▲16.8 ▲13.3 ▲ 1.1 ▲10.1 ▲ 7.3 ▲ 6.5 ▲ 5.7 ▲ 8.9 ▲10.9
 採　算 ▲13.7 ▲ 7.1 ▲16.1 ▲11.7 ▲21.1 ▲31.1 ▲17.1 ▲14.6 ▲14.6 ▲14.1 ▲ 7.6 ▲12.9 ▲26.7
 業　況 ▲ 2.1 2.0 ▲ 3.2 ▲11.7 ▲14.7 ▲24.4 ▲ 9.1 ▲14.6 ▲12.5 ▲17.4 ▲16.2 ▲16.8 ▲25.7
 仕入単価 ▲34.7 ▲37.8 ▲39.8 ▲30.9 ▲35.8 ▲44.4 ▲47.7 ▲36.0 ▲38.5 ▲32.6 ▲34.3 ▲35.6 ▲36.6
 従業員 26.3 33.7 39.8 33.0 24.2 37.8 29.6 25.8 24.0 27.2 28.6 23.8 24.8

【10月の概要】
　９月の業況判断に比べると、売上DI・採算DI・業況DI・仕入単価DIともマイナス幅が増加し、従業員
DIはプラス幅が増加した。採算、業況とも急激に悪化している中、仕入価格を売価に転嫁できない状況や、
最低賃金の上昇等の影響で人件費・外注費も増加しており、固定費の増加で厳しい状況となっている。
　先行きについては、９月に比べ、売上DI・採算DI・業況DI・仕入単価DIはマイナス幅が増加して景況が悪化、
従業員DIはプラス幅が減少した。
　働き方改革に対応するための経費増や消費増税の影響がどの程度出てくるか不透明な状況であり、向こ
う３か月の先行き見通しでは、売上DIが大幅に悪化し慎重な見通しが強くなっている。

（2018年10月～2019年10月）

　売上DIは2.0ポイント、採算DIは13.8ポイント、業況DIは8.9ポイント、仕入単価DIは1.0ポイントのマイナス、従業員DIは1.0
ポイントプラス幅が広がった。

【全産業平均DI】　※DI（景況判断指数）＝（良い割合）－（悪い割合）

全産業平均DI－向こう３か月間の先行き見通し
売上（受注・出荷） 採　　算 業　　況 仕入単価 従業員

8月 ▲ 1.9 ▲16.2 ▲19.1 ▲37.1 29.5
9月 ▲ 5.0 ▲22.8 ▲22.8 ▲31.7 28.7
10月 ▲14.9 ▲24.8 ▲23.8 ▲33.7 23.8

　先行き見通しでは、売上DIが9.9ポイント、採算DIは2.0ポイント、業況DIは1.0ポイント、仕入単価DIは2.0ポイントのマイナス、
従業員DIは4.9ポイントプラス幅が減少した。

工場・事務所・倉庫・店舗の建築は
おまかせください！

コスモ建設㈱

システム建築により自由設計、
ローコスト・短工期を実現！

〒950-0983　　　
新潟県新潟市中央区神道寺2-2-25

TEL025-245-7111　FAX025-245-7119
メールアドレス：info@cosmo-k-co.com

で検索
※㈱住金システム建築
　の施工会員です。

建
設
業
建設 消費増税の影響で売上減少となった。

管工事 慢性的な人手不足による人件費・外注費の上昇が、採算悪化の要因となっている。
製
造
業
食品 10月以降、消費増税の影響で業況は不透明である。

機械 繁忙期に入っているが、全体として人手不足で外注先の確保が容易でない。
卸
売
業
紙製品 消費増税の駆込みが９月にあり、反動で10月は売上減となった。

食品 仕入価格は高止まりしているが、それを売価に転嫁できず厳しい経営が続いている。
小
売
業
食品 台風19号の被害の影響で、野菜の仕入価格が高騰し採算に影響を与える。

サ
ー
ビ
ス
業

広告 人件費の高騰、消費増税、働き方改革に伴う外注費などコストが増加している。

ソフトウェア 軽減税率対応が一段落し、増税後の受注が不透明。

タクシー 売上が減少している中、最低賃金の見直しなどにより採算面で厳しい状況が続く。
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